
    　

    　

    　

    　

    　

    母娘百合アンソロジー④

    　聖なる夜はあなたと


    当作品はみなさんがお持ちのスマホやタブレット、ＰＣの設定により読みやすさが変わります。読みにくいと感じたら、設定のフォントサイズ等をご変更ください。作品をより楽しむために、その都度ご変更いただければ幸いです。

    　

    

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    

    　

    　


    


    


    


    


    　一作目　聖なる夜はあなたと　Lilium Anthems

    　

    　一　自己紹介

    　

    　こんにちは。茅乃です。

    　私は『ちのちゃんねる』というチャンネルを運営している、一応有名ピンスタグラマーです（といってもピコピコ配信者的スタンスです）

    　私のジャンルは『アオハル系ママフレ』。

    　伝わらないと思うので詳しく説明すると。

    　アオハル系→青春を過ごす若者。

    　ママフレ→ママと仲がよすぎて友だちみたい。

    　といった感じです。ママと仲がいい、若い子の配信。ですね。

    　普段はＳＮＳの投稿を作りながら動画を撮ったり、案件を回したり、スパチョをもらいながら高層ビルの最上階で生活しています。

    　でもこれは贅沢ではなくて、セキュリティの観点でそうしています。私たちふたりしかいませんから、なにかあったら大変です。ほぼほぼ完全に引きこもり。ジムやプール、サウナ、屋外運動場は私たち専用で同フロアに設置してもらっています。このフロア全体が私たちのスタジオ兼住む場所なので。毎回スタジオを借りるよりは経済的です。

    　買い物はもっぱらママゾン、というかほとんど案件で回っています。散財し放題、みたいなイメージを持たれることも多いのですが。健康のためにも慎ましやかに暮らしています。贅沢品はカロリーも値段も高いのです。

    　そして私、学校行ってなくて。ママもパートもしていないんです。

    　私が小さい頃になくなったお父さんのお母さん。つまりはおばあちゃんに養ってもらいつつ、私たちは私たちでアフィリエイトや広告収益。それを貯金してこれから困らないように、ママとふたりで暮らしています。

    　そんな私、茅乃はママとふたりで暮らしています。大事なことなので二回言いました。

    　ママのかわいさを話し始めると、止まらなくて。一度リクエストがあって配信してみたんですけど、私がひたすらに話し続ける耐久配信になってしまいましたので割愛しますが、とにかくかわいくて大好きなママなのです。

    　今日はそんなかわいいママにサンタコスを着てもらっています。なめらかな肩が……ふ、ふふふふふ……。あ、いけませんね。よだれが垂れてしまいます。今は撮影中なので、続きはこちらから――

    「こ、これ。撮ってるの……？」

    「うん。ママ、ちょーーーーー！　かわいい！　はぁ……はぁ……」

    「そ、そうかしら……こんなおばさんに着せても……」

    「たしかに（エロすぎるからね）」

    「ひどぉい！」

    「まぁまぁ。いい意味で、だよ」

    「どういうことなの……」

    「でもほんとに似合ってる。かわいい。好き。この世で一番愛してる」

    「も、もう……それは私も同じ気持ちよ」

    「そういうところがヤバすぎるんですわぁ」

    「えっと、茅乃ちゃん」

    「なに？　ママ」

    「あのね、今日のは……その……ピンチューブにあげないでほしいの」

    「なんで？」

    「茅乃ちゃんをひとりじめしたいなぁ……って……」

    「でへへ……じゃあ、写真だけ。いいでしょ？　万ＰＶ余裕だから逃したくない」

    「……」

    「ママ？」

    「私より……ＳＮＳの方が大事？」

    「んなわきゃない!!!!」

    「（相変わらずちょろいわねぇ……）」

    「はぁぁぁ……たしかに。ママのエッチなサンタコスを見られるのは私だけでいいよね」

    「う、うん。そんなにエッチじゃないと思うけど……」

    「でへへ……これは自分用に使うねっ♪」

    「私にも送ってね」

    「もちもち」

    　――こんにちは。茅乃ちゃんママの美咲です。私のサンタコスを見せたくないのだそうで動画の内容を変更。現在代わりの動画を作っています。

    　有名ピンスタグラマーの茅乃ちゃん。みんなに愛されているのは、うれしいのですが。愛されすぎるのも考えもの。

    　ちのちゃんねるは、女性ターゲットがメイン。しかも私たちのように女性が好きな女性が大半を占めます。茅乃ちゃんが撮影・モデル。私が編集、お金の管理、ＳＥＯ、マネタイズなどを担当しています。動画、画像編集は大変ですが、かわいい、かわいい茅乃ちゃんを穴が開くほど見ることができる。最高のお仕事です。私たちは基本的にニート生活なのでいつもふたりっきり。

    　初めはこんな生活、続かないと思っていましたが。茅乃ちゃんは飽きずに私といっしょにいてくれます。

    「ママ？　この前のやつの編集終わった？」

    「もう少しよ」

    「んふー」

    　ＰＣデスクにはりつく私に猫のように絡みついて。いっしょに編集をします。

    　しかし、ひとつだけ問題が……。

    「ままぁ……はやくぅ……」

    「あんっ……こら……まだダメよ……」

    「んふー。いい匂い……もうガマンできない……」

    「こらっ。めっ」

    「にゃっ」

    　なんてやりとりは、しょっちゅうです。この子は昔からスキンシップが激しいのです。初めは『ちのちゃんねる』の発展のための百合営業かと思いましたが、それにしてはべったりです。

    　そう。問題がある、というお話でしたね。単刀直入に言いますと。

    「……そろそろ手出しそう」

    「にゃ？」

    「なんでもないわ。あとはアップロードして、おしまい。歌系は気を遣うわ」

    「んふー」

    「ふふ。もう、また聞いてない。ほら、今日のディナーは茅乃ちゃんが作ってくれるんでしょ？」

    「でもでも『ママ成分』を補充したいんです」

    「はぁ……わかったわ……ちょっとだけよ……」

    「わぁい」

    　茅乃ちゃんが言うママ成分の補充。それは私の肌の匂いを嗅ぐことなのです。

    　私としては、恥ずかしいのですが。安心毛布のようなものなのかなぁ。なんて思いながらこの子の好きにさせます。胸やお腹を中心に、甘えてくるかわいい茅乃ちゃん。正直今すぐにでも襲ってしまいたくなりますが、まだ手を出していい年齢ではありませんから。がまん、がまんです。

    「あのね……ママ……」

    「なぁに？」

    「好き、だよ」

    「ふふ。知ってるわ。ありがと」

    「そうじゃないの。おばあちゃんが、ママに向けた、好き。と同じなの」

    「え……」

    「ん。く、クリスマスディナー、楽しみにしててね。絶対――

    　

    　――好きって言わせるから」

    　

    「は……はい……」

    「じゃあ、作ってくるから料理。ＶＬＯＧの撮影よろしくね♪」

    　アップロード完了の通知音が聞こえないほどに鼓動の音がうるさくて。茅乃ちゃんの「好きって言わせるから」その言葉、瞳が頭から離れません。私は息をのみます。これから、私。どうなってしまうのかしら……！

    


    　二　茅乃ちゃんくっきんぐ

    　

    　

    「はーい、ではまずはぁ、じゃじゃん！　ポテトサラダクリスマスツリーを作りま～す。

    みんなで作れる簡単なレシピなのでマネしてみてね～！　レシピ提供はクーピー株式会社様でぇ～す」

    　

    【ポテトツリー】

    　ジャガイモ、クラッカー、たらこ、えだまめ、コーン缶。牛乳、砂糖、バター。

    　ずらりと机の上に材料達が並んでいく、それを紹介しつつ、手際よく牛乳、砂糖、バター、ゆでたジャガイモでマッシュポテトを作って。それをケーキ絞りに入れていく。クラッカーを並べて、その上にツリーになるようにくるくるくる。そこに彩りでたらこ、枝豆、コーン缶。ツリー飾りをしたらポテトツリー。

    「マッシュポテトって、おいしいですよねぇ。マヨもそうだけど、ずっと吸ってたい」

    「太るわよ。茅乃ちゃん」

    「も～！　なんでそういうこというのママ～！　じゃあじゃあ、お次はぁ」

    　こんな風に、私たちはライブ配信をすることも多いので、今のようなタイミングでスパチュが入ったりします。つまり、私が茅乃ちゃんといちゃつくたびに、私たちの活動資金が増えていく。あぁ、なんて幸せな世界なんだろう。

    　そんなことを思いながら次の料理へ。

    　

    【ミニトマトのオーナメントカプレーゼ】

    　これはかんたん。ミニトマトに切り込み入れて、モッツァレラチーズを挟んでスイートバジルで包み込む。もちろんキッチンペーパーで水気を拭き取るのを忘れずに。そして最後にエクストラヴァージンオリーブオイルをかけて完成です。提供は乳製品と言えばの氷印様。

    「え、えへへ。チーズだ……おいしそう」

    「つまみ食いはひとつまでね」

    「いいの!?　やったぁー！　はぁ……うまぁ……」

    「は。かわいい。ほんと無理。しんど」

    　そうそう。あと、私にもなんだかファンがついてくださっているみたいで。今のように、本音が口から漏れて低い声になるのがたまらなく、いいらしいのです。意図的に出るものではないので、そこまでの再現性はありませんが、不思議ですね。意外にもこうやってファンができていくんだなぁ。なんてのほほんと思っております。まぁ、私の一番のファンはちのちゃんですが。では次へ。

    　

    【トナカイハンバーグ】

    　まずは一般的な手ごねハンバーグを作ります。茅乃ちゃんの手のひらで赤いお肉がこねられていくのを見ると、なにか感じるものがありますね。視聴者さんも同じようでコメント欄には『ごくり』等が流れてきています。

    　茅乃ちゃんは集中しています。不器用な子なのですが、こういう手で作るものが好きでにこにことほほえみながら作業すると、気をぬくのでしょう。八重歯がにゅっと出てかわいいです。やばいですねぇ。

    　ビニール手袋かラップで包めばいいのですが、生の方がいいそうです。茅乃ちゃんは小悪魔だなぁ。なんて思いながら、丸々としたハンバーグが焼けていきます。

    　できました。おいしそうな焦げ目がついています。それに、ドライれんこんを突き刺します。

    「ぶしっ！　ぶしっ！」

    　茅乃ちゃんは自分で効果音を出してくれるのでとても助かります。かわいいですねぇ。私専用で効果音素材を作ろうかしら。

    　だんだんとトナカイさんらしくなってきました。チーズと海苔で作ったおめめをつけたら完成です。

    「ででーん！」

    　トナカイフェイスのハンバーグ。真っ赤なお鼻はケチャップのアクセント。写真はもう別で撮ってあるので、温かいままいただきます。

    　おいしいです。茅乃ちゃんのとろけそうな表情を含めて。おしいしいです。ママはお腹いっぱいです。スパチュの嵐が止みませんねこれは。そりゃあそうです。かわいい茅乃ちゃんの食事姿を見られるのですから。当然です。茅乃ちゃん税です。いえ。すいません。とてもありがたいと思います。はい。

    　

    【もっちもっちラザニア】

    　主食は茅乃ちゃん大好きラザニアです。さっきからお肉ばかりですが。茅乃ちゃんは育ち盛り。それに、太らないようにきちんと運動もしていますし。なによりいつもがんばって食生活をコントロールしているんですから。今日くらいはいいのです。

    　ラザニアは茅乃ちゃんには難しいので（実際、練習しても何度も失敗していました）私が代わりに作りました。あとで見返して思ったのですが、カメラ側に回った茅乃ちゃん。ずっとはぁはぁ言ってます。音声が入っていますね。後で調整しますが。スパチュでもコメントでも「茅乃ちゃん、ママに興奮してる」「茅乃ちゃん、ママ好きすぎでしょ」などツッコミを入れてもらえるでしょう。

    　さらにさらに「ママさんの声エッチすぎ」というコメントに「わかるぅ～。耳が癒やしだよね。とろける」と茅乃ちゃんがコメントしていたり。ママ褒めコメントは全部拾っているみたいでした。きっと無意識でやっているのでしょうけど、うれし恥ずかし。ですね。

    　はい。できました。このラザニアは米粉入りの餃子の皮がアクセント。もっちもっちの食感がたまらない一品になっていて。茅乃ちゃん曰く、どのシェフよりもおいしい。フランチャイズ化待ったなし、予約殺到。私嫉妬。なのだそう。身内びいきがあっても、そう言ってもらえるとママもうれしくなってしまいますね。

    　

    【クリアツリーゼリー】

    　最後は仕込んでおいたアガーゼリーに盛り付けです。

    　かわいい盛り付けは茅乃ちゃんの得意技。三層のクリアなクリスマスカラー。クリームを絞り出して土台を作ったら茅乃ちゃん特製クリスマスアイシングクッキーを載せて。アラザンやカラースプレーチョコでキラキラになります。「茅乃とママのラブラブクリアツリーゼリー」だそうです。お試しでここだけ配信していたのですが（このレシピなら失敗もなさそうだったので）その瞬間サーバーが落ちてしまいました。あらあら。と思いながらも代用サーバーに切り替え。待ち時間がありますから、シーン切り替えの準備……と、その前に。ドリンクを作らなければ。ですね。

    　

    【ホットワインとマサラチャイ】

    　アフタードリンクを作ります。あっつあつにするので、早めに作って飲み頃を待ちましょう。ホットワインは赤ワイン、砂糖、レモン。そしてスパイスにシナモンスティック、クローブを入れ。中火で煮立てて茶こしを通してカップにそそいで完成です。

    　マサラチャイも同じような作り方です。ケニア茶、砂糖、マサラスパイスミルクを入れて。煮立てて茶こしを通してカップに注いで完成です。

    　では、次のシーンで。お会いいたしましょう。


    　三　聖なる夜に、あなたとの語らいを

    　

    「はぁー！　お腹いっぱい。ねー。ママ」

    「そうねぇ」

    「えへへ……」

    　茅乃ちゃんの元気な声も、少ししっとりしています。

    　背景が変わって。大きなツリーを傍らにふたりでよりそって座っています。ここからは雑談配信……の予定でしたが、サーバー切り替えをしようとしたら開いている高速サーバーがなかったので録画に。

    　アフタードリンクはまだ温かいままです。すぐには飲めませんから。カップを持てるようになったら飲みごろ。それまでは、休憩です。

    　私たちの前には先ほどのドリンクとデザート。そして茅乃ちゃんが一生懸命飾り付けしてくれたテーブルがあります。テーブルクロスは上品なシルク。グラスはクリア。飾りはパステルの赤白緑。ゴールドとシルバーのポインセチアが高級感を演出します。

    　去年は全体をゴールドとシルバーのおしゃれゴージャスなピンスタ映えを狙ったから、今年は淡いカラーで北欧調も取り入れて。ママスタグラマーたちとのリレー企画でもあります。

    　今ごろ、動画の方ではクリスマスのＢＧＭが鳴っているのでしょう。しかし、私たちを取り巻くのは静寂。ふたりの音だけです。

    「今は撮ってるの？」

    「えぇ。でも、いつでも止められるわ。尺は足りてるもの」

    「そうなんだ」

    「どうしたの？」

    「うーんと……その……」

    「ふふ。もう。ほら、おいで」

    「うん……」

    　スマホのリモコンを押して、録画を停止します。

    　ですから、ここからは画面の向こうのみなさんは見られない秘密の時間になります。

    　いそいそと茅乃ちゃんが隣に来て。私の大判のブランケットの中に潜り込みます。まるで子猫のように寄りそってきて。私のバストの隣、小脇に抱えるように。

    　フードを外すと私が編んだ茅乃ちゃんの髪がふぁさっと広がります。とてもいい匂いがします。茅乃ちゃんの匂い。体温で香り立つ少女の、甘い匂い。

    　実はこのラウンジはヒーターが完備されており、風よけもしてあります。室内と同様温かいのですが。やはり寒空にふれると少しだけ、さみしくなってしまいますね。下を見れば小さな灯たちがぽつぽつと光っています。

    　私の肌が、恋しいのでしょう。ノースリーブの肩にすりすりと頬をよせ。とてもかわいらしい仕草で甘えてきます。頭をなでてあげると、へたんと私に体重を預けてきて。そのままふたりでソファに横たわります。　

    　あれだけたくさん食べていながら、あなたの身体はあまりに軽い。それは、この世界を占めるあなたの割合が、小さいということ。私は少しの寂しさも感じるのです。

    　茅乃ちゃんは、癒やしモードに入ってしまいました。この子も、気楽に楽しんでいるように見えますが。みなを楽しませなければと、重くとらえてしまうくせがありますから。疲れてしまったのでしょう。ですからこれはご褒美。少しの間、好きにさせてあげましょう。こうしていると、思い出しますね。私の夫がまだ生きていたとき、お義母様にその愛を教えていただいたことを――


    　――ちょうどこんな寒い冬でした。夫のこれからが短いことを知って、私はお義母様に相談していました。優しく、温かなほほえみを携えて私を迎えてくださったお義母様。そんな私に彼女はあるひとつの提案をしてくださいました。

    「美咲さん。あの子――夫――の代わりに、私を愛してみる気はない？」

    　とても驚きました。お義母様のそのほほえみは、からかうでもなく。まして、慰むわけでもなく。ただ一心に私を見てくださいました。母と同じくらいの、しかも女性を愛するということは。私にとって経験のないことでしたから。当然困惑いたしました。

    　しかし、私は彼女の言葉を受け入れました。茅乃ちゃんが、もうすぐ生まれるからということもありました。本音で言ってしまえば、本能的な下心。つまりは夫に先立たれた後に面倒を見てくれる方を求めていたというのも、少なからずあります。

    　お義母様のことですから、そんな私の心中もお見通しでしょう。しかし、それすらも赦していただけました。聖夜。私たちは恋人になりました。

    　そして夫が亡くなり、茅乃ちゃんが産まれました。お義母様も、わたくしも同じ気持ちだったように思います。大切な人をひとり亡くし。その代わりとなるかのように、茅乃ちゃんが私たちの元へ。それはそれはわがままな子でした。私が初産だったというのと、お義母様も初孫、初の女の子。子育てとは男の子と女の子で、ほとんどの勝手が違うようで、紆余曲折。まさにてんやわんや。

    　本当に忙しかった。目が回るような速度で過ぎゆく毎日。しかし不安にさいなまれた時、側にいてくださったのはやはりお義母様。身体の関係こそなかったものの。それはまさに夫婦であり、恋人であり、人生のパートナーでした。

    　やっと茅乃ちゃんも落ちついてきた頃。きちんとクリスマスのお祝いをすることができました。実に数年ぶりのクリスマス。動画でも作ったような手作りのクリスマス料理でお祝いをしました。夜ですから、茅乃ちゃんはもうぐっすりです。私とお義母様はたった一度だけのキスをしました。それは親愛の口づけ。とてもとても大切な、本当に一度だけのキスです。

    　愛がなんたるかを、知りました。俗世的というと、よい表現ではありませんが。ドラマや一般的な恋愛とは違い、節操と慈愛。そして深い想いが込められた愛でした。そして、ふたつのコインを私にくださいました――

    「それが、このコイン？」

    「えぇ」

    　生来マリア様に祈りを捧げていらっしゃったお義母様。ですから、マリア様のモチーフは彼女の象徴でもあったのです。そして、そのコインをこの大切な日に交換し合うのです。夫がなくなった日、お義母様と愛を誓った日、そして茅乃ちゃんが産まれたこの日に。

    　一方は『雲上の聖母マリア』コインとしての価値詳細は教えられませんでしたが、コインに刻まれたのは温かなほほえみを浮かべるマリア。雲上にて天国の門、その鍵を所有し。私たちにほほえみかけます。

    　もう一方は『月上の聖母マリア』こちらも価値詳細ではなく、そのコインに対する意味。そこに刻まれたのは黄道十二宮。それを背に、月上に御座す聖母マリアの姿。こちらの意味は、黄道十二宮。つまり、私たちすべての生きとし生けるものを導き。月上。つまりは下弦の月であり、変化しやすい現世ではなく永遠としてそこにあるものです。

    「むずかしいなー」

    「ふふ。でもこれはおばあちゃんがずっと持っていて、その時の恋人といっしょに祈りを捧げたものなのよ」

    「ふーん。でもなんかピンとこない」

    「例えば、茅乃ちゃんが手に持っている『雲上の聖母マリア』去年に渡したものね。これにはどんな想いを込めたの」

    「ママが、ずっと私を好きでいてくれますように。とか。配信見てくれる人たちが、少しでも楽しくなってくれますように。とかかな」

    「ふふ。ありがとう。それでいいの」

    「うーん。でも天国の門とか鍵とか関係なくない？」

    「そんなことはないわ。天国の門というのはすなわち。安らぎ、救い、よい行いの終着点。そこに至る鍵を持たされる、つまりは誰かを幸せにすることで自らもそれに近づくということなのよ」

    「うーん……わからん」

    「ふふ。これからよ。あなたも歳をとれば分かるわ」

    「そんなもんかー」

    「それでね、もうひとつ。意味があるの。天国の門の鍵を渡すということには、もっと大切な意味があってね」

    「なぁに？」

    「愛する人をあなたに託す。という意味よ」

    「え……」

    「権利譲渡。という意味で使われる暗喩だったりもするのだけど。おばあちゃんがはじめあなたにそのコインを贈ったのは『大切な恋人をあなたに捧ぐ』という意味があるの。そして、その恋人とというのが……」

    「ママ？」

    「えぇ。そして、交換するでしょう？　だから、恋人のように大切なあなたたちに捧ぐ意味があるのよ」

    「はぇ～、おばあちゃんすご」

    「ふふっ。そうね」

    「じゃあじゃあ『月上の聖母マリア』は？」

    「天より高き場所で皆を導きなさい。また、あなたたちは天より高きに御座すマリア様に導かれるのであり、安堵せよ。という意味ね」

    「つまり？」

    「将来安泰。安定した暮らしができますように、また。他者に穢されることなく、現世における苦はあなたたちには届かない。なぜなら下弦の月に坐す者たちであるから」

    「もっっっっとわかりやすくー」

    「うーん……。例えば、今こんないい暮らしをさせていただいているわよね」

    「そうだね」

    「それがもし、ふつうの家に暮らしていたら。配信なんかできないわ」

    「なんで？」

    「女ふたりの家ですもの。強盗、空き巣、買い物途中に襲われる、ママゾンの商品に盗聴器が仕掛けられる。挙げだしたらキリがないわ。嫉妬、妬み、嫉み、悪意のあるなしに関わらず。イタズラをされてしまうかも」

    「たしかに……」

    「だから、私たちはみんなの役に立ちながら。少し離れた場所で安全に暮らしなさい。ということなの」

    「みんなの役に、か……。私ね。たまに思う。こんなにお金もらっていいのかなぁって」

    「あら。どうして？」

    「だって。私はママといちゃいちゃしたいから配信してるだけであって」

    「えぇ（あら。そうだったのね。うれしいわ）」

    「みんなの役に立ってるわけじゃないじゃん」

    「そうかしら。じゃあ、どうしてみんなスパチュをくれると思う？」

    「うーん……応援？」

    「それもあるけれど、私たちが仲良くしてることでうれしいって人がいるの。お金を払ってください、なんて茅乃ちゃんは、言ってないでしょう？」

    「うん」

    「人の役に立つというのはなにも、誰かを助けたりすることだけではないの。ただほほえみを絶やさず、みんなにその気持ちを分けてあげる。それだけでもいいの」

    「そうなの？」

    「えぇ。本来、祈りには金品を必要としないわ。お布施やお賽銭は、ただの気持ち。その額や、金銭的な有無は祈りになんら影響はないわ」

    「そうなんだ。でもでも、５円か５万円かで価値は変わるよね」

    「いいえ。祈りというのはそもそもそう言った性質のものではないの。どれだけ信ずる者を想い、信ずる者を愛すかどうか。よ。例を挙げるなら、小さい子ががんばってお手伝いをして貯めた五百円と大人が賭け事で勝った５万円。思いは同じかしら」

    「うーん。それはちがうね。でもそれだと、苦しい人からの寄付は重くて。お金持ちの人からは重くない。ってならないの？」

    「ならないわ。誰を、どのように、どれくらい、想うか。それが大切なの」

    「うーん。でもさ。スパチュしてくれる人も、コメントだけくれる人も同じくらいありがとう。って思うのはだめなの？」

    「それもひとつの考え方ね。思いの強さに関係なく。その行いに感謝をする。それもまた、正しきことだわ」

    「はぇー。ママもすごいねぇ。どんどん答えてくれる」

    「ふふっ。それだけちゃんと疑問が出てくる茅乃ちゃんもすごいわ」

    「えへへ」

    「といっても、私も。おばあちゃんに聞いたことなのだけどね」

    「そっか」

    　お互いが手のひらにコインを乗せる。そしてそのコインを握り、祈りを込める。天国の門にいたる雲上を茅乃ちゃんが。下弦の月に坐す月上を私が。そしてその祈りを日記に書き記し。手を開く。その後、祈りを口にする。

    「私の今年一年は『ママがずっと私を好きでいてくれますように』『配信見てくれる人たちが、少しでも楽しくなってくれますように』だったよ」

    「ありがとう。私は『茅乃ちゃんがすべてから守られますように。愛されますように。そしてすべての性に迷える人々が一時でも安らぎますように』と願ったわ」

    「スケールでっか！」

    「ふふ。お義母様と出会ってからもう何年も経ちますもの。そのたびに、祈りは大きく、広く、強く、深くなっていくわ」

    「うーん。私もそうなれるのかなー」

    「なれるわよ。だって、私たちの子ですもの」

    「うん」

    　しびれを切らしたように、私の耳元にすりすりと鼻を擦りつける茅乃ちゃん。まだ、来年の祈りを宣言する儀が残っているのにね。こんな大切なことを忘れるような子じゃないから。きっとこれは、この子にとっての甘えたさ。愛おしい、愛おしい。この子の愛情表現。

    「気持ちい？」

    「うん……ママ、温かい……それにいい匂い……」

    「そう」

    　胸に手を添えて。ゆっくりと沈み込んでいく。決して、いやらしい手つきではなく。子どもが甘える仕草そのもので。この子本来の精神的な幼さを感じる。

    　茅乃ちゃんが学校にいっていない、もうひとつの理由。

    　それはこの子にとって学校という空間はあまりにも正解がありすぎるから。

    　この子は、どんなときでも、どんなことでも、自分の興味がなければ覚えられない。真剣になれない。精神的な病名などを割り当てれば楽になれるのかしら。そう思ったこともあったけれど、実際はそうではなくて。この子の強みだと、私は思っているの。

    　しかし、世間は同じ目で見てくれない。それは少なくないアンチコメントを見ればよく分かります。私たちは、あまりに異端なのです。

    「ねぇ、ママ」

    「なぁに？」

    「こうやって、ママに甘えるのはいけないこと？」

    「どうしてそう思うの？」

    「みんな、そう言ってるでしょ？」

    「そんなことないわ」

    「ちゃんと、答えて」

    「……そうね。月上の聖母マリア。つまり下弦の月は俗世の人々という話はしたわよね」

    「うん」

    「夜月は頭上を照らす。しかしてその月は聖母マリア様の足の裏。俗世の汚れを受け、浄化した光を返す聖母マリア様の足の裏は暗く。黒く見える」

    「うん」

    「しかし私たちは、聖母マリアの像を正面から見るわよね。その時、汚れは見えず。ただただ慈しみのほほえみと聖母マリアを包む光たちが見えるわ」

    「……えっと、目をそらすって事？」

    「いいえ。物事には必ず、表と裏があるの。コインに裏表が必ずあるように。誰かを救えば、救われなかった者は妬み、嫉み、恨みつらみを抱くわ」

    「あー……うん。そうだね」

    「コメント欄。見てはダメっていったでしょう？」

    「ごめんなさい。ママがいつもどうやって返してくれてるか、気になって」

    「どう、だった？」

    「ママがたくさんコメント返してて、うれしくて。でも、悲しかった。傷ついた『母親と実の娘でしょ？　いちゃつきすぎてキモい』どうして？　私はママが好きで、ママを好きな私と、私を好きなママを見て喜んでくれる人もいるのに。どうしてみんなでいいね。って言えないの？」

    「それには様々な理由があるわ。社会的思想、固定概念、嫉妬、羨望、独占欲。コインの表裏。そのように両者が完全に満たされる事なんて、あり得はしないの」

    「じゃあ、削除しちゃえばいいじゃん。そんな人」

    「それでは、善と悪を判断してしまうわ。見てくれた方々全員が、私たちを支えてくれる人たちよ」

    「私は、そんなすごい人じゃない。ママを悪くいってるコメントがあったら、むかつく」

    「ふふ。それはママも同じよ」

    「でも『茅乃ちゃんマザコン。キモい』って言うコメントにどうして『ありがとうございます。自慢の娘です。私もドタコンですからお互い様ですね』なんて返したの？　どうして言い返さないの？」

    「報復は報復を生むわ。まずは受け入れ、相手を赦し、ただ事実だけを述べるの」

    「むー……」

    「ふふふ。もう、拗ねないで。ほら、見て？」

    　そのコメントを表示すると。茅乃ちゃんを攻撃した方に、コメントツリーができています。『親と仲悪かったのかな。かわいそう』『嫉妬じゃん』『みんな知ってるよ。新参乙。キモいは余計だけど』『大丈夫ですか？　悩みでも？　カウンセリング行ったら？』と並んでいる。その言葉は私たちのファンのみなさまが私たちのために書き込んでくれたのです。

    「あー……そういうことね」

    「ふふ。わかったかしら」

    「ママってさ、意外としたたかだったりするよね」

    「あらぁ。なんのことかしらぁ」

    「はぁ……かなわないなぁ……」

    　ふたりの温度が溶け合って、香りが変わっていきます。私と茅乃ちゃんの温かな肌の香り。そして、女の香り。茅乃ちゃんも、大きくなりました。もうその仕草や、熱っぽい視線。それは大人の女性そのもので。女の子は成長が早いとは聞いていたけれど。もっと子どもでいてくれればよかったのに。と少しだけ思います。

    　あなたも、私を置いていってしまうのかしら。

    　最近、思います。茅乃ちゃんが、どんどん手がかからなくなって。もし、配信をやっていなければ。私はもうこの子に関わる理由がないのです。子を持つ親であれば、分かると思います。柊美咲というひとりの人間が母親という形を持ち、それを失う。10年を超える空白は柊美咲という人格を忘れるにはあまりに十分すぎて。昔の私がどんな人間だったか、もう忘れてしまいました。

    「ママ？」

    「うん？」

    「いま、泣いてた？」

    「いいえ。そんなことありませんよ」

    「ん……ならいいけど……」

    　いつのまにか、雪が降っていました。私たちの周りを外し、積もっているところもあります。さて、どうしたことでしょう。それが私たちを囲う檻のように見えるのです。ここにいれば、私たちは捕らわれていられるのでしょうか。このまま、時を止めて。この空間ごと凍り付いてしまえないでしょうか。

    　そんな妄想にかられます。

    　執着は、心を歪める。愛せど、依存は避けなさい。お義母様に教えていただいた、聖母マリア様の教示もすべて。この子の前では意味を成しません。仏教的発想である諸行無常。つまり、すべては移り変わり。すべてはそのあるべき姿になるべきなのです。

    （でも、あなただけは離したくないの。私もまだまだね）

    「震えてる」

    「そうかしら」

    「私は、ここにいるよ？」

    「うん。ありがとう」

    「ときどきね、ママが遠く感じる」

    「そんなことないわ。いつも側にいるじゃない」

    「いないよ。ママが見てるのは、画面越しの私で。その私とばっかり話してる。だから、ママが編集してる時間は、嫌い。すごく嫌い。でも、そんなこと言えない。私のためにやってくれてるんだから。言えないの。それが、つらいの」

    「茅乃ちゃん……」

    「ねぇ。私、私はここにいるよ。ママ」

    　雪解けの雫。それにしては温かい露が私の首筋を流れます。心を通い合わせるというのはかくも難しいことですね。こんなに想いあっているのにすれ違う。それが当たり前かもしれないけれど。それでも、あなたに不安を抱かせてしまったこと。私はとてもふがいなく思うわ。

    「ごめんね。茅乃ちゃん」

    「私、悪い子だ」

    「ううん。そんなことないわ」

    「違うの。ごめんね。今日は、止まらないの。ママがおばあちゃんの話をするのも、やなの。うれしそうで、大好きっていうのが伝わってくる。私なんか。足下にも及ばないくらいに、深く。深く繋がってるって分かっちゃうから。それこそ、私なんか。下から眺めている人たちのなかのひとりだって思うの」

    　もう、私に言葉はありません。いえ、なにも言う資格はないのです。小さな身体。大きな瞳。白くて、温かな肌。そのすべてを感じて、抱きしめてやるより他にできることなどないのです。

    　ほがらかな笑顔の裏に、そんなに深い思いを抱いていたのね。知っているつもりだった。分かってあげられているつもりだった。あなたのなかで大きくなりすぎた、私への独占欲。それはとても。とてもつらいものでしょう。

    「みんな、変えられないの」

    「え？」

    「ママが大事にしてるもの、全部変えられないの。お父さんやおばあちゃん。ううん。それより前の、私が産まれる前のことも全部。私にはどうすることもできなくて。それが、くやしいの」

    「茅乃ちゃん、あなた……」

    「ごめんなさい――

    ――美咲。わ、私はあなたを愛してます」

    「は……はい……」

    　子どもというのは、いつもずるいわね。母親の人生をかんたんにひっくり返してしまう。あと少しで、私が美咲だった期間よりも、母という形の方が長くなるはずだったのに。あなたは私を美咲と呼んだわ。

    　つまり、母親としてではなく私という人間ごと愛するということなのね。

    「それで、いいのね」

    「ふぇ」

    「美咲として、でいいのね？」

    「えっと、あの……」

    「もう、あなたのママじゃなくていいってことかしら」

    「え……い、いやだった？　ママでいるの」

    「ふふ。そんなわけないじゃない……ただ、あなたはどう思ってるのかな。って思って」

    「えっと……ママはママでいてほしいの。でもね、私は美咲を、美咲として大好きでいたくて……えっと……あれ？」

    「わがままな子ねぇ」

    「う、ごめんなさい……え……あ……ママ……泣かないで……ごめん、やだった？」

    「違うわ……もう……肝心なところは、にぶいんだから」

    　茅乃ちゃんの、大きな瞳が私をまっすぐに捕らえます。かわいい、かわいい。子猫のような純粋な瞳。そこから、大粒の涙があふれて。そんなあなたを見ていたら、私もがまんできなくなってしまったわ。ママで、美咲で、両方で愛したい。ということなのね。つまり――

    「あなたはこの世であなただけができることをしたい。そういうことよね」

    「うん」

    「美咲であり、ママを恋人にしたい。ということを言ってるのよ。分かってる？」

    「は、はい……」

    「ふ、ふふふふ……」

    「な、なに？」

    「こえられちゃった」

    「う、うん」

    「ママとして恋人にする。きっと誰も思いつかないわ……ふふふ」

    「もー！　なんで笑ってるのー！」

    「それが、赦されるだなんて。私、思ってもみなかったの」

    「え……あ、そ、そうだよね。おかしいよね」

    「おかしくなんかないわ。あなたの自由な発想が私に答えをくれたの。本音を言うわね」

    「ご、ごくり……」

    「私、茅乃ちゃんのかわいい姿が見たいの」

    「へ」

    「お義母様とはね、そういう関係にはならなくて。ただ、そういう世界があると言うことは教えていただいていて。作品や、そうね。お義母様のお知り合いの方にそういうお話は聞いていたの」

    「ちょ、ちょっと待って。声のトーンが……」

    「それはそれはとてもすてきな時間だそうよ。お互いがひとつにとろけ合ってその温かさ、なめらかさ。心と体の全部の境界線が分からなくなるんだって。離れたくなくて、ずっといっしょにいたくて。でも、愛する人を感じるには離れることも必要で。それはそれはいじらしい時間らしいわ」

    「ま、ママ!?」

    「茅乃ちゃんは、どんなふうに鳴くのかしら。茅乃ちゃんはわがままだったけれど、あまり泣かない子だったから、小さな声で淑やかに感じてくれるのかしら。好きなところはどこなの？　お義母様の昔の恋人はね、耳裏と。首筋、背筋、腰回り、そして……」

    　

    「ストーップ!!」

    　

    「あら……どうしたの」

    「恥ずかしい。とりあえず、いいかな」

    「はい。どうぞ」

    「いやいや。わ、私と……したいの？」

    「えぇ」

    「え、えぇ!?　ほ、ほわー!!」

    「あら、こんなおばさんはいやかしら」

    「ちちちち、違うけど！　いや、違わないけど！」

    「ふふっ……ほら、いつもの茅乃ちゃん」

    「う……ずるいよ……ママ……」

    「忘れないわ。あなたが私のことを、美咲って呼んでくれたこと」

    「うー」

    「私も、大好きよ。茅乃」

    「は……はひ……」

    「これくらいは、赦されるわよね」

    　聖母マリア様にみられないように、そのコイン、手と手を重ねて。

    　私は、茅乃ちゃんに口づけをしました。温かい、唇の感触、舌のなめらかさ。吐息の熱を感じながら茅乃ちゃんを味わいます。染み渡るように。澄み渡るように。お互いがひとつになっていくのが分かります。

    　お義母様。ごめんなさい。私、あなたの大切な恋人――私――と、大切な孫を両方同時にいただいてしまいました。でも、あなたならきっと。こう言うでしょう。

    『あなたの思うままに、生きなさい。美咲さん』

    　唇を離すと、つぅっと糸が垂れます。キラキラと光る唇は薄く開いて。その瞳は宝石のように煌めき。白い吐息がふわりと夜空に消えていきます。とろんとした瞳。下がった眉。ぎゅっと握られた、手のひら。あいた手で彼女の耳裏を撫でます。気持ちよさそうに、くすぐったそうに首を傾けると。真っ白なうなじを見せてくれますから。そこに鼻をつけ。香りを楽しみます。あぁ、あなたが私に甘えて、耳裏にすりつくのが分かった気がします。いい匂い。茅乃ちゃんの、匂い。

    　いたずら心に火がついて。耳たぶを少しかじってみます。

    「ひゃい……」

    　小さくてかわいい声。あぁ。やっぱりあなたはそうやって、かわいらしく鳴くのね。すごく、愛おしい。そうなってしまったら。もう止まりませんでした。耳に舌を這わせ、コリコリとした骨の感触を楽しみながら。その肌にふれます。ストーブで温まったその若肌はとてもしっとりとしています。

    「あら、ブラ。いつもと違うわね」

    「み、みてないのになんでわかるの」

    「お洗濯してるんですもの。さわれば、わかるわ」

    「う……新しい……やつです……」

    「ふふ……なぁに。ママにないしょでおろしたの？　みてほしいの？」

    「ち、ちがくて……あ、でも……ちがわなくて……」

    「かわいい。茅乃」

    「は……う……」

    　あぁ。茅乃ちゃん。私の茅乃。本当はね。私にだって独占欲はあるの。マンションの一室であなたを独り占めする。それもいいけれど。もっと、もっとあなたを私だけのものにしたいの。あなたのかわいいところを配信でみなさんに届けることすら、いやなのよ。私だって、あなたと同じなんだから。

    　かわいい鳴き声。お腹にふれるとほどよく柔らかな感触と、温度が伝わってくる。そのまま、下にゆっくりと降りていって……。

    「だ、だめぇ」

    「あら。そう？」

    「ふ、ふぇ……？」

    「だめ。なんでしょう？」

    「あ……あの……」

    「ふふっ」

    　指先がふれるかふれないかの距離で、くるくると円を描く。じらす私の手にあなたは切なそうに瞳を潤ませる。あんなに元気ではきはきとした茅乃ちゃん。その茅乃ちゃんを、しおらしく愛おしんであげられる。これは、私だけの特権。そう。そう思うことで、今までは満足していたわ。でも、こんなにかわいいお顔でおねだりされたら。私だって……。

    「ねぇ。茅乃。いいでしょう？」

    「やだ……」

    「どうして？　あんなに誘ってきたじゃない」

    「だって……はずかしい……」

    「そんなことないわ。赤ちゃんの頃から見てきてるんだもの。最近は、いっしょにお風呂に入ってくれないから。ママさみしいわ」

    「う……あ……今は……美咲、なの？　ママ、なの？」

    「両方よ。いつだって、ね」

    　茅乃ちゃんの下腹部に手を潜り込ませ……ようとしたその瞬間『キーン！』という甲高い音が響いた。そちらを見ると、落ちたコイン。茅乃ちゃんと私のコインが重なっていた。そして、マリア様がこちらを見ている。

    （ここまでにしなさい、ということですね。お義母様）　

    　改めて、茅乃ちゃんを見る。不安そうな瞳に、いじわるな表情の私がうつっている。

    「ごめんなさい。少し、やりすぎたわね」

    「は、はぁぁ……」

    「ふふ。でもかわいかったわ」

    「う、うえぇぇぇ！」

    　突然泣き出した茅乃ちゃんが私の胸にぐりぐりと顔を押しつけてくる。まだまだ、子どもね。そう思いながら頭をなでると、少しずつ呼吸が落ちついて。私に全体重を委ねてくる。まるで小さい頃みたいだわ。

    　小さい子って、重く感じるの。抱っこしてもらうとき、安心して全部の力を抜いて私たちに預けてくれるから。それで、大人になればなるほどそれができなくなる。人を、相手を信用できなくなる。では逆に、今こうしてすべてを委ねてくれるのは、きっと安心してくれているからなのでしょう。

    　頭をなでつづけていると、ゆっくり顔が持ち上がってくる。そして、口づけ。涙の味がする、口づけ。茅乃ちゃんの頬は上気して。唇も熱い。身体をこすりつけてきて。いいところを探している。

    「んっ……」

    「あら。やめるんじゃなかったの？」

    「ママ……ままぁ……」

    　もう、私の声は耳に入っていません。なら、感触で伝えるのみです。強く抱きしめて、体中をなでてあげて。時々キスをして。甘噛みして。とろけきった瞳の茅乃ちゃんを見て。そっと、コインを裏返しにする。ごめんなさい。今日だけは、お許しを……。


    　四　明の明星

    　

    「みなさん……こんにちは……」

    「こんにちはぁー」

    「えっと……今日は雑談……配信なんですけど。茅乃ちょっとしんどいので、ママがメインで話してくれます……」

    「はぁい」

    　次の日になって、自分のしたことを思い出したらしく。今日は茅乃ちゃんの元気がありません。その反面。私の肌つや、機嫌がいいからか。コメントには『ざわざわ……』『まさか』『ご結婚おめでとうございます！』などなど、いつにも増してスパチュが来ていました。

    　もちろん昨日アップロードした『茅乃ちゃんのクリスマスきっちん』も大好評でそちらのご感想もいただいています。

    　そしてその中に『末永くお幸せに。聖母の名の下に』とひとつのスパチュが。これは、もうひとりしかいませんね。

    「ふふっ。直接おっしゃってくれればいいのに」

    「みんな、本当にありがとうございます。たぶん、今日が年内最後の配信になると思うので。今年一年のまとめをスライドショーをママの声でお送りいたいしたいと思います」

    「茅乃ちゃん。棒読みよ」

    「う。ごめん。みんな……その、茅乃。ほんと、しんどいので……あぁぁぁぁ……ゆるしてぇ」

    　そう言うとカメラが回っているにもかかわらず、茅乃ちゃんは私の胸に飛び込んできました。今までこんなことはさすがに無かったので。あらあら、どうなるかしら。と思っていたら。

    　サーバー負荷がギリギリになるところまでコメントがびっしり。もちろん、炎上なんかではなく。『ありがとうございます！』『ああああああ』『母娘百合バンザイ！』『親子百合バンザイ！』『尊みがすぎる』などなど、喜んでいただけたみたいですね。

    「でははいきってまひひまひょうでははりきつて参りましよう」

    「あん……くすぐったいわ……茅乃ちゃん」

    「んんんんん！　ママ、声がえっつぃ！」

    　と、さらに大盛り上がり。年末出血大サービス。といった感じですね。

    　来年は、私たちのオンラインコミュニティを準備していて。もう既に会員数は予約の段階でかなりの数になっています。このコミュニティでは主に女性同士のパートナーに悩む人を対象にし。世間一般では愛してはいけない人を愛してしまった人に向けた発信やお悩み相談を行っています。完全認証招待制にしても、主題が主題なだけにトラブルも起きてしまうかもしれません。ですが、私たちのように親子で、同性で愛し合ってもいいのだということを知っていただきたくて。少しでも、お役に立ちたいのです。

    　ちなみにそのシステム。最終的には私がチェックするのですが、これも土台はファンの方が作ってくださいました。本当に、感謝してもしきれないですね。

    　とまぁまぁ少し話が逸れてしまいましたが。

    　私たちのクリスマスはそんなこんなでばたばたになってしまいました。でも、聖なる夜にあなたとともにいれたこと。とてもうれしく思います。

    「……ん？　なぁに？」

    「ママ、うれしそう」

    「ふふ。それはもう。だって、あなたがいるから」

    「んんんんんん!!　ずるいーーーー！！」

    　ではまた来年。機会がありましたら。私たちをよろしくお願いしますね。

    　茅乃と、美咲でした。　おしまい。


    


    


    　二作目　私がママのママになる　みょんみょん

    　

    「冬華ママ、お待たせ。これが期末試験の結果だよ」

    「はいはい、お疲れ雪菜。じゃあ遠慮無く拝見させて貰いましょうか」

    　長期休みに入る前の学生たちの恒例行事にして、学生たちの天敵。人によっては学校生活最大の鬼門とも言える学期末試験も無事に終えて。ある意味試験よりも緊張しながら……私、朝比奈雪菜はおずおずとその試験結果をママに差し出す。

    「ふむ、ふむふむ……なるほどね」

    「……」

    　緊張の一瞬。審判の時。ママが試験結果を読み終わる間、そわそわ落ち着き無くママの側を意味も無く行ったり来たりする私。

    　そんな私を横目に、ママは結果を読み終えると。顔を上げて一言こう告げる。

    「雪菜、凄いわ。よく頑張ったわね」

    　柔らかで優しい、大好きな笑顔を私に向けながら。ママは私を褒めてくれる。そんなママの一言にホッと一安心すると同時に。心の中でガッツポーズをする私。良かった、頑張って勉強して本当に良かった……

    「昔のママよりも成績優秀よ。全教科平均点以上で、学年トップ10に入っちゃうとか凄いじゃない。やっぱり雪菜はママの自慢の娘よね」

    「いや、まだまだだよ。私なりに頑張ってはみたけど、それでもやっぱり上には上がいるから。一番を目指してみたけど、ちょっと勉強不足だったわ」

    「向上心が高いのは良い事ね。でも……もっと素直に喜んで良いのよ。もっと自分を褒めて良いのよ。雪菜は偉い、偉いわ」

    　まるで我が事のように。と言うか当人である私以上に嬉しそうに喜んでくれるママ。喜びすぎて感極まり、私に抱擁までプレゼントしてくれる始末だ。

    「ま、ママ……そんなに褒められても困るよ。それに抱きつかないで……恥ずかしいじゃない」

    「良いじゃないの。もっとママに褒めさせてよ。もっとママにぎゅーってさせてよ」

    「もう……恥ずかしいって言ってるのに」

    　優しく私を抱きしめて。『偉い』を連呼しながら頭をいっぱい撫でてくれるママ。そんな甘やかし上手なママの母性溢れる胸の中で、口では恥ずかしいと言いながらも私はママのその抱擁を存分に堪能していた。大好きな人との抱擁を、心から喜んでいた。

    　私のママ――冬華ママは、どこまでも優しくて頼りになるしっかりもの。

    　私の父なる人と私を産んだ時に喧嘩別れした後は。誰にも頼る事無く、その身一つで私を育て懸命に養ってくれた強い人だ。それは一体どれだけ大変な事だっただろうか、想像が及びもつかない。ただでさえ大変な子育て……それも支えるべきパートナーがいない中。それでも孤軍奮闘やり遂げて。私と自分の生活を守るために子育てに加えてお仕事も続けている……相当に苦労をした事だろう。辛く苦しい時だって少なくなかっただろう。

    　それなのに、ママは私の前ではただの一言だって不満も愚痴も恨みつらみも一切口にせず。ただただ優しい笑みを私に向けて、今みたいにいつも優しい抱擁をくれたのだった。

    　そんなママに、娘である私は……敬い、そして同時に密かに憧れを抱いている。

    　娘の贔屓目で見ても、ママ以上に綺麗な人はこの世に存在しないと思っているし。お淑やかで気品があって。それでいてたった一人で一人娘の私を守り育てる芯の強さも兼ね備えている。ママの忘れ物を届けにママの職場にお邪魔した時に見たママは……普段お家でほんわかしているイメージとかけ離れ、バリバリ出来る女上司って感じで実に素敵だった。

    　たまに私を思うが故に私を叱る事があっても、叱りつけるその様すらとても綺麗で。説教の最中でさえ『うちのママはなんて綺麗なんだろう』って、私はそのママの美貌に感嘆してしまうほど。それにちゃんと反省して謝れば、その後に必ず見せてくれる優しい微笑みと仲直りの抱擁……それがまた格別で。

    　絵に描いたような、まさに理想のママを体現している……それが私のママだ。

    　だから……世界で一番尊敬している人は誰かと聞かれたら。私は迷わずこう断言するだろう。『私のママを一番尊敬している』と。強く凜々しく美しい、尊敬できる私の自慢のママ。大きくなったらママみたいな素敵な大人の女性になりたい。

    　常日頃から私は思っていたのに――

    　

    「――ママ、ママぁ……♡」

    　

    「あ、あの……冬華ママ……？」

    　どうして、こうなった。

    　現在進行形で甘ったるい声を上げてしなだれかかり。上目遣いで私の胸の中で、娘である私に向けて『ママ、ママ』と連呼し頬ずりするのは……他でもない、冬華ママ。

    　そう、あのママだ。強く凜々しく美しい、母性の塊みたいに優しい。私が世界一尊敬していた……私が憧れていたあの……正真正銘私の母親である冬華ママだ。

    　もう一度言う。どうして、こうなった。落ち着け私……とりあえず冷静になるためにも、今のこの状況を少し整理してみようじゃないか。

    　

    　◇　◇　◇

    　

    「――ママ、遅いなぁ」

    　無情に進む柱時計と待ち人からの反応のないスマホを交互に見ながら、私は一人家で待ちぼうけを食らっていた。

    『ごめん雪菜……上司に半強制的に誘われちゃってさ……仕方ないから、忘年会行ってくる。すぐに戻るつもりだから……ホントごめんね』

    　今日は朝にそう言ったっきり。いつまで経っても家に帰ってくる事が無かったママ。いつもなら飲み会とかがあっても『大事な雪菜をひとりぼっちにさせられないわ』とかなんとか言って、すぐに帰ってくるはずなんだけど……

    　今日に限ってはいくら待ってもママは帰らず、帰らぬばかりか連絡一つよこさなかった。

    「どうしたんだろ、まさか何か変な事件や事故に巻き込まれたんじゃないよね……？」

    　なんてだんだんと不安に駆られる中。夜も更けて日が変わるちょっと前くらいに、ママはようやく帰ってきた。

    「えへ、えへへ……えへへへへー……」

    「……は？」

    『ほら、係長！　しっかりしてくださいよ！』

    『ちゃんと立って歩いてください！　ご自宅に着きましたよ！』

    「んー？　あー……ほんとらぁ……わたひの、お家だぁ……えへへ、たらいまぁ……」

    「ま、ママ……？」

    　ベロンベロンに酔っ払って帰ってきた。

    『あー……その。ごめんね雪菜ちゃん……係長が飲めない事は、私たちも知ってたから止めたんだけどさ』

    『上司の奴が全然言う事聞かなくてね……係長、無理矢理飲まされちゃって……気づけばこうなっちゃいましたごめんなさい……』

    「あ、あはは……ママ、お酒だけは弱いですからね……」

    　部下の人たちに支えられないと立つ事すらままならず、呂律も全然回らないくらい酔ってしまっているママ。

    　素敵で完璧な自慢のママだけど、本人曰く唯一お酒だけはダメなんだとか。……おのれ顔も知らぬクソ上司。大好きなママを困らせるだなんて……アルハラで訴えてやる。

    『係長を任せて大丈夫？　介抱の仕方とかわかるかな？』

    『何だったら、私たちも一緒に係長を介抱しても良いんだけど……』

    「いえ、大丈夫です。もうこんなに遅いですし後は私がママの面倒をみますから。それより皆さん。ママをここまで送ってくれてありがとうございました」

    『そう？　なら……お言葉に甘えちゃおうかしら。係長に似てホント雪菜ちゃんってしっかり者よね。さっすが自慢の愛娘さんだわ』

    『じゃあ悪いけど係長の事はお任せするわ。おやすみ雪菜ちゃん』

    「はい。今日はお疲れ様でした。皆さんゆっくり休んでくださいね」

    　ここまでママをわざわざ送り届けてくれた皆さんに丁重にお礼を述べて見送った後は、とにもかくにも酔ったママの介抱を開始する私。

    「すぅ……すぅ……」

    「あっ！　ダメだよママ。ここ玄関。こんなところで寝ちゃ風邪引いちゃうよ」

    「んー……もう、ここでいい……」

    「ダメだって。ほら、頑張って一緒にベッドまで行こう。ね？　ベッドで寝る方が気持ちいいよ」

    「いいよぉ……ねむい……ここで寝るぅー……」

    「だめー！　もうちょい頑張ってー！」

    　まずは玄関で眠りそうになっているママを、どうにかこうにか引っ張ってベッドまで連れて行き。

    「と、到着……えっと。ママ、着替えは……？　メイクも落としていないんだけど……」

    「もぉ、いい……このままでいい……」

    「だよね、わかってたよ……でもごめん。せめてジャケットだけは脱ごう。このままじゃシワになっちゃうからね」

    「んー？」

    「はい、ママ。ばんざいだよ。バンザーイ」

    「んー。ばんざーい……」

    　眠りかけているママをバンザイさせて、着ているジャケットをなんとか脱がせ。

    「ママ、本格的に寝る前にお水だけは飲んでおこう。お酒飲んだ後は喉が渇いちゃうらしいからね」

    「ん……」

    「飲めそう？　起き上がるのきついかな？　飲ませてあげた方が良い？」

    「んー……」

    「そっか。わかった……ちょっと待ってね。身体起こすよ。……はい、これがお水。お口開けて。そうそう。……はい、そのままゆっくり飲んで」

    「おいしい……」

    「よかった。まだまだいっぱいあるからね」

    　最後に二日酔い対策として、ママの身体を起こしてコップの水を飲ませて。

    「んにゃ……にゃぁ……」

    　そして……一通りの介抱が終わった頃には、ママはすっかり夢の中へ。子猫みたいな可愛い寝息を立てて、ママはすやすやと眠っている。額の汗を拭いながら、ホッと一息つく私。ふぅ……酔った人の介抱は初めてだったけど……なんとか上手くいったかな。

    「それにしても」

    　風邪を引かないように布団と毛布をしっかりとかけながら、ママの無防備な寝顔を眺めてみる。

    「あんなママ、はじめて見た」

    　ついさっきまでのママの様子を思い返してみる。ママが私の前でお酒を飲む事なんて滅多にないというか……私の知る限りだと初めての事だったから。お酒に酔ったあのママの姿を見るのも初めてだ。だから……あの酔ったママの姿は……新鮮というか。正直、衝撃だった。

    　私にとってのママは……しっかり者で頼りになって強くて優しい、母性溢れる理想の母親。私の永遠の憧れの存在。だと言うのにあの時の酔ったママは……いつものママとは真逆で……弱々しくて、頼りなくて、まるで幼い子どもみたいで……ぶっちゃけギャップがありすぎて、強烈な違和感がある。

    「……何だろう、これ」

    　そしてそんなママの介抱をしていた時、私は何かを感じていた。今まで抱いた事のない妙な感情に、私は心底戸惑っていた。何なのだろう、私の胸の内に現れた……えも言われぬこの謎の感情は？

    「本当に、なんなんだろう……この気持ちは……」

    「んー……」

    「っと……あれ？　もう起きたのママ？」

    　自分の中で芽生えた感情が一体なんなのか。その整理が全く付かないまま、うーんうーんと腕組みをして唸っていると。何だか熱烈な視線を感じる。パッと振り向いてみた先で。いつの間にかママは起き上がって、ぽけーっと私を見つめていた。

    　随分と早いお目覚めだなと思いながらも、気を取り直して起きたママに色々と声をかけてみる私。

    「ごめん、起こしちゃった？　大丈夫かな？　気持ち悪くない？」

    「……」

    「起きたなら、また水分を取っておいたほうが良いかもね。すぐ持ってくるよ。他になにか欲しいものがあったら言ってね」

    「……」

    「起き上がれる元気があるなら、折角だしお着替えしちゃう？　楽な格好の方が寝やすいもんね。着替えも手伝うからちょっと待っててね。今、寝間着の準備も――」

    「……」

    「あの、ママ？　大丈夫？　聞こえてる？」

    　どうもママの様子がおかしい。いくら声をかけてもママからの反応がない。どうした事かとママの顔を覗き込む。

    　うっすらと開けた目。とろんとしていて、いかにも『私寝ぼけてまーす』と言いたげな目。そのママの目と私の目がばっちり合うと……ママは突如目をカッと見開き。

    「ママ」

    「え？　ママ……？」

    　その見開いた目で私を見つめ、私の事をママはハッキリと……『ママ』と呼ぶ。そして。

    「ママ」

    「え、ええっと……何言ってるのかな？　ママは、冬華ママの方……だよね？」

    「ママ……」

    「あの……だから、ママは……」

    「ママぁあああああああああ!!」

    「はぅわ!?」

    　私の胸に、思い切り飛び込んできたのである。

    　

    　◇　◇　◇

    　

    「――ママ、ママぁ……♡」

    「あ、あの……冬華ママ……？」

    　とりあえず状況整理はこんな感じ。この状況から察するに……まさか。

    （ママは私を……自分のママだと勘違いしてる……？）

    　どうやらお酒に酔って寝ぼけたママは、娘である私に……自分にとってのママを――要するに私にとってのおばあちゃんの面影を見てしまっているらしい。

    「ああ、ママだ。ママがいるよ……」

    　憧れの人の突然の豹変に、本気で戸惑いを隠せない私。そんな私などお構いなしに、ママは私の胸に思い切り顔をうずめて、熱に浮かされたようにそう嬉しそうに呟く。服越しにかかる吐息と熱がくすぐったい。

    「ま、ママ……えっと。落ち着いて聞いて。私は貴女のママじゃないの……私は貴女の娘であって、決してママでは……」

    「えへへ……何言ってるの？　ママは、ママだよ……」

    　困惑しながらも私はママに正気に戻って貰おうとそう事実を告げるけど。ママは首を振り、顔を見上げて恍惚とした表情でこう返す。

    「昔から、ママは優しかったよね……私がお熱を出して倒れた時も……さっきみたいに、私を運んでくれたり……お洋服を着せてくれたり……お薬を飲ませてくれたり。……これでママがママじゃないなら、いったい誰が私のママだと言うの？」

    「……おおぅ」

    　思わず頭を抱える私。しまった……お酒に酔って判断能力が低下している事もそうだけど……私がママを介抱した事がきっかけになって、ママの中で子どもの頃の記憶が呼び起こされたらしい。

    　つまりこれは……こうなった原因の半分は、私のせいって事になるわけで……。

    「あ、あのね冬華ママ……よく聞いて。私はママじゃないし……ママのママはもう……」

    「ふふ、ふ……ママ……懐かしい、懐かしいね……」

    「冬華ママ……泣いてるの……？」

    「ああ、ずっと会いたかったよ……ママ……」

    「っ……！」

    　どうしようとアタフタしている私の胸の中で、すすり泣く声が聞こえてくる。

    『会いたかった』

    　その一言に、私は言葉が出せなくなる――私は自分のおばあちゃんの事はよく知らない。と言うのも。かなり早くに病気で天国に行ってしまったらしく……直接会った事がないからだ。

    「あのね、ママ……私……ずっとママに、言いたかった事があるの……言いたくても、言えなかった事があるの」

    　私の事をお婆ちゃんだと思い込んでいるママは、ポツポツと話を始める。

    「私ね……ママが最期に言ったとおり、ちゃんと幸せになったよ。ママは言ってたよね『冬華、幸せになるんだよ』って。好きな人が出来て――まあ、結局あの人とは別れる事になったけど。でも、でもね……私、今すっごく幸せなの……だって、だってね……娘が、出来たの」

    　テストで良い点をとった事をお母さんに報告する子どものように、一生懸命ママは話す。『私はママじゃない』と否定するような言葉はもう口に出せなくなった私は、ただ静かにママの話を聞く。

    「雪菜っていう、かわいい娘なの。頑張り屋さんでね。とても優しい良い子に育ってくれたわ。お勉強も出来て、家事も私に言われなくても進んで手伝ってくれて。お休みの日は一緒にお出かけもしてくれて……母親である私を尊敬してくれてる……目に入れても痛くないよくできた自慢の娘なの」

    「……」

    　嬉しそうにママは自分の娘の事を話している。まさかその話し相手が、自分の娘張本人だとは夢にも思ってないんだろうな……というか。すっごい恥ずかしいんだけどコレ。何この羞恥プレイ……いや、まあ。恥ずかしいけど尊敬しているママにこんな風に思って貰えてたんだってわかって、めちゃくちゃ嬉しいんですけどね？ 

    「でも、ね……ママ。私は……雪菜のお陰で毎日がとっても幸せなんだけど……あの子は幸せなのかなって……不安になる時があるの」

    「え？　どうして？」

    　想像だにしていなかったママのその一言に、聞きに徹していた私は思わず聞き返してしまう。私が幸せかどうか不安になる時がある？　何故？　どうして私の幸せを疑われるんだろうか……？

    「だって……あの子には……苦労をかけてばかりだから。母子家庭で……普段からあんまり贅沢な暮らしをさせてやれてないし。旅行とかも満足に連れて行けていないし……そのくせ、いつも私は仕事で帰るのが遅くて……家事もままならない時だってあるし……たまの休みも仕事の疲れを取るのでいっぱいいっぱいで……家族サービスなんてろくに出来ていないし……寂しい思いもいっぱいさせているんじゃないかって……」

    「ママ」

    　知らなかった。ママがそんな不安を抱えていたなんて。今までただの一度だってそんな不安を私の前で溢す事なんてなかったから……いや、考えてみれば当然か。こんな話、娘である私に話せるはずもないよね。

    「それに……それにね。私、ママみたいに……ちゃんと雪菜を甘やかせていないの……ホントは……もっと、思い切り甘やかしたいのに。ママが私にしてくれたみたいに、いっぱいいっぱい……大好きで可愛い私の娘を……雪菜のことを甘やかしたいのに。でも……うちには父親がいないから……私が頑張って……厳格な父親の役割もしなくちゃいけないから……しつけのつもりで、雪菜に怒る時もあって……怒った後はいっつも後悔してたの……もっと違う方法があったんじゃないかって」

    「……」

    　相当にストレスを溜め込んでいたのだろう。自分の母親はすでに他界しているから、そういう相談なんて出来ないし……唯一の血縁関係である娘の私にも、こんな話できるはずもない。だからずっとずっと、ママは一人そういう不安も悩みも抱え続けて溜め込んでしまっていたのだろう。それが今、限界を超えて吐き出されてしまったんだ。

    「ダメなの。どれだけママの真似しても……理想のママを演じてみても……いつも上手くいかないの。こんなの母親失格、だよね……娘一人、満足に幸せに出来ないなんて……」

    「あ、あの……」

    「ごめん、ごめんねぇ……雪菜……ごめんねぇ……うぁ、うわあぁあああああん！」

    　とうとう声を上げてママは泣き出す。そんな赤子のようなママを前にして、私はもういても立ってもいられなかった。すがりつくママの頭をぎゅっと抱き……そして。

    「だ……大丈夫、大丈夫よ」

    「ママ？」

    「私は……ママは。冬華が頑張ってるの、ちゃんとわかっているわ

    　ママにいつもして貰っているのを思い出しながら。ママの口調を必死に真似をしてママを褒め、そしてギュッとママを強く抱きしめる。

    「冬華は偉い、偉いわ」

    「ぁ……」

    「そんなに、自分を責めちゃダメ。だって……冬華はいっぱい頑張っているんだもの」

    「ほんと？　ママ。私、頑張ってる？　ちゃんと、あの子のお母さんをやれてる……？」

    「ええ、勿論。冬華は立派なお母さんよ」

    「私、えらい？」

    「ええ、冬華はとっても偉いわ」

    「そっかぁ……よかったぁ……」

    　正直上手くいく自信は無かったんだけど……私の拙いママエミュ（ママエミュレーション）も、多少なりとも効果はあったらしい。泣きじゃくっていたママは『偉い偉い』と連呼する私の胸の中で、少しずつ泣き止んで……そして、天真爛漫な笑顔を見せてくれる。

    「ね、ね。ママ。私頑張ったよ。ママがいなくても……一生懸命頑張ったよ」

    「うん。そうね。冬華はいつもよく頑張ってるわね」

    「だから……ね。その……」

    「どうかした？」

    「ご褒美に……い、良い子良い子……して？」

    「えっ」

    　上目遣いにママはおねだり。い、良い子良い子って……。

    「え、えっと……その」

    「だめ？」

    　やった事なんてないし、ましてそんなママに対して失礼な事は出来ない。そう口に出そうとしたけれど。こんなに期待を込めたキラキラした目で訴えられて、そんなママを前にして……私は。

    「……だ、だめじゃ……ないよ」

    「ホント!?　やったぁ！」

    「えと……こ、こう……かな？」

    「うんっ！」

    　出来ないなんて言うに言えず、とりあえず言われるがままやってみる。ちょうど昨日、試験結果をママに見せた時の事を思い出して……ママに頭を撫でられた時のあの幸せな気持ちを思い出して。ママの頭を撫でてみる。

    「そう……そうだよ……」

    「こ、これで……いいの？」

    「うん、いいよ……ママ、上手……」

    　私の良い子良い子に、ママはうっとりとした顔を見せる。撫でる度に蕩けた表情で吐息を漏らし。まるで飼い猫がもっと撫でろと言っているように、おでこを私の胸にしきりに擦りつけて良い子良い子を促す。

    「えへへ……♪　ママのいいこいいこ……すきぃ……」

    「っ！」

    　そんなママの姿を見せられて……そのままママの頭を撫でながら私は。心の奥底で、黒い感情が芽生えているのがわかった。先ほど感じた、あの謎の感情が再度自分の中でわき上がっているのを感じていた。

    　これが本当に、ママの姿か？

    　私の知っているママは。私が憧れているママは……強く凜々しく美しい、尊敬できる自慢の女性だ。どんな時でも私を守ってくれる……いつでもかっこよくて頼りになる、そんな存在だったはずだ。

    　大きくなったら私は……ママみたいな素敵な大人の女性になりたい。そう切に願っていたというのに。

    「ママ、まま……もっとぉ……♡」

    「……」

    　それなのに、なんだこの今のママの姿は。お酒に酔い、普段の凜々しさかっこよさはどこへやら。頼りになるどころか……弱々しく娘である私に赤子のように泣きじゃくって縋ったり。娘である私の中の自分の母親の面影を求め。終いには猫なで声など出して甘えてなすがまま。

    　私の憧れた理想のママの姿はそこにはない。

    　ああ、なんて事だ。こんなのって……こんなのって――

    　――めちゃくちゃゾクゾクする。

    　自分の口元が怪しく歪んでいるのを自覚する。気持ちが昂ぶり薄ら笑いが止められない。きっと私は今、すっごい悪い顔をしているのだろう。

    　今やっとわかった。ママが酔って、そのママをお世話していた時から芽生えていたあの感情の正体を。

    　ママに失望した？　あんなママなんて見たくなかったって、ガッカリした？

    　いいや違う。あの時感じたのはそういう嫌悪感みたいな嫌な感覚なんかじゃない。私が感じたのは……寧ろその逆。一言で言うと。私は、ママに甘えられて……心の底から興奮していたんだ。

    「ママ、ままぁ……」

    「はーい。冬華のママは、ここですよ」

    「もう、いなくなったりしないでね……？　ずっと、側に居てね……？」

    「大丈夫。ママは冬華を置いていったりはしないわ」

    　私にとってのママは。自分を守ってくれる、自分を愛してくれる……絶対的存在。間違っても娘である私の前で弱いところなど見せる事は決してなかった強い存在だ。

    　けれどそんな絶対的で強いママが、今まで絶対に見せようとしなかった弱さを不意に曝け出し……惜しげも無く娘である私だけに見せているというこの事実……ひどく高揚してしまう。

    「ね、ママ……ママも、もっと……ぎゅってして。ママの温もり、感じたいの……」

    「うん、良いよ。ママが冬華をあたためてあげるわ。これでどう？」

    「あったかい。きもちいい……なつかしい。ママの、大好きなママの匂いだぁ……」

    　普段は隙なんてないしっかり者の頼れるあのママが、理想のママ像の体現とも言えるあのママが……こんなに弱々しく無防備に甘えん坊になってしまっている。

    　そのギャップが堪らない。ぞくりぞくりと全身が震え背徳感に酔いしれそうになる。

    「ふぁ……ぁ……んぅ……」

    「冬華、もしかしておねむかな？　そろそろ寝ちゃおうか」

    「ん……ねえ、ママ……」

    「なぁに冬華？」

    「その。一緒に……」

    「一緒に寝て欲しいんだ？」

    　もじもじと私の袖を掴み、小さく頷くママ。少女のようなその反応……ああ、なんて可愛いんだろう。私の中で庇護欲が湧き上がる、ママの言う事ならなんでも言う事を聞いてあげたくなっちゃう……これが、母性本能ってやつなのかな？

    「いいよ、ほら……おいで冬華」

    「うんっ！」

    　毛布と布団をめくり広げてから、おいでおいでとママを誘う。ママは心底嬉しそうに飛び込んできた。シングルベッドだから二人で寝るのはちょっと狭い。けれど……。

    「冬華、狭くない？　苦しかったりしない？　大丈夫かな？」

    「へーき。ママといっしょで、すっごく落ち着くよ……」

    「そっか、良かった」

    　今の私とママにとってはこの狭さが逆に良い。だって合法的に密着できちゃうからね。

    　ママとこうして添い寝をするのは、いつ以来だろうか？　昔を懐かしみながら、昔ママにしてもらったとおり……今度は私がママに同じ事をしてみる。

    　自分の腕をママの枕代わりにして。ママを抱き寄せてママの背中を愛おしくさすったり、ぽんぽんと優しく叩く。ついでに昔ママに歌って貰った子守歌を歌ってみる。ねむれねむれとママの耳元で囁き歌う。

    「……」

    「冬華？」

    「すぅ……」

    「寝ちゃった、みたいね」

    　しばらくそうやって寝かしつけの真似事をしていると。いつの間にかママは穏やかな寝息を立てていた。

    　なんて幸せそうな寝顔だろう。安心しきっていて、穏やかで……愛らしくて。守られるべき存在の娘である私がこんなことを言うのはちょっとアレだけど……思わず守ってあげたくなっちゃう。そんな天使みたいな寝顔だった。

    「おやすみなさい、冬華」

    　そんなママのおでこに、おやすみのキスをする。お疲れ様、ママ。今日はゆっくり休んでね。

    「あー……だめだ。私も、そろそろ限界……かも……」

    　ママのすぐ側で規則正しい寝息を聞いていると。私も次第に意識が途切れ途切れになっていく。色々と怒濤の展開が起こりすぎて、私も想像以上に疲れていたらしい。それに加えて久々のママとの添い寝は、それはとても心地よくて……瞼がだんだんと下がっていって――

    　

    　◇　◇　◇

    　

    　――次の朝。目が覚めたら、ママはもうベッドからいなかった。部屋を出て、恐る恐る台所を見てみると……いつものように、ママはエプロン姿でトントントンと。包丁の軽快な音を立ててお料理していた。

    　お料理するママの凜々しい立ち居振る舞い。それは間違いなく、いつもの私の理想のママの姿で。昨日のあれこれは私の夢だったんじゃないかと一瞬疑ってしまう程。けれど……。

    「あ、あの……冬華、ママ……？」

    「っ……!?　お、おおおおおお、おは、おはようっ!?」

    　私の顔を見るなり。頬を全力で真っ赤に染め、あわあわと慌てふためくママ。

    　へぇ……？

    　この反応は……。

    「うん、おはよう冬華ママ。体調はどうかな？」

    「だ、大丈夫……よ？　二日酔いみたいで、ちょっと頭は痛いけど……特に支障はない、わ。そ、それよりも……雪菜？」

    「なぁに、ママ？」

    「き、昨日の……事なんだけど……」

    「昨日？　昨日は帰ってくるなりすぐに寝ちゃってたけど……昨日何かあったっけ？」

    「そ、そう、そうなんだ。あ、あはは……（ブツブツブツ）」

    「……」

    「ゆ、夢？　昨日の、アレってやっぱり夢よね？　ゆ、雪菜を……あろうことかママと思い込んで、色々ヤバい事やらかした気がするんだけど……流石に夢、なのよね……？」

    　ママの反応でわかった。うん、やっぱりあれは……夢じゃない。

    「んー？　昨日がどうかしたのかなママ？」

    「な、なんでもないわ雪菜ママ……」

    「雪菜、ママ？　ふふふ、娘に何を言っているのかな冬華ママは。ママは、ママの方でしょう？」

    「っ!!　ご、ごめん！　今の無し！　言い間違い！　き、気にしなくて良いからねっ!?」

    「ふーん、そう。ふふふ……おかしなママ♪」

    「うぅ……」

    　テンパって、昨日のアレを夢だとこっそり自分に言い聞かせているママ。そんなママを横目に、何も知らないふりをしながら……私はまた悪い顔になりそうになるのを必死に堪えていた。

    　ああ、なんて……なんて可愛いの。私のママは。昨日目覚めたばかりの母性本能が全力でくすぐられる。今すぐにでも、また昨日みたいにママを甘やかしたくなる。

    （だめよ、雪菜。ここはグッと我慢しないと）

    　そんな自分をどうにか抑え込む。昨日、ママは酔って告白していたじゃない。娘である私の前では、理想のママとして振る舞っていたと。私の為に、一生懸命理想の母親としての姿を見せていたと。

    （きっと……シラフのままだと、ママは私の前では甘えられないハズ）

    　母親としての矜恃や責任感。そして娘である私への深い愛。そういうあれこれをママは抱いているからこそ、ここまでママは頑張れたんだ。今更そのママの頑張りを否定して、むやみやたらに甘やかそうとしても……素直にママは私に甘えられないだろう。

    　ママのそのいじらしい努力を、私は否定できない。娘である私を愛してくれるママのそんな頑張りを無碍には出来ない。そんな事したくない。

    　だって、私。今でもやっぱり普段のママに憧れてるから。

    　強く凜々しくかっこよく。私を優しく包み込んで、何が来ても守り、慈しんで育ててくれる……そんなママが大好きなんだもん。ママに甘えるのも大好きだし、ママのそういうかっこいい姿に憧れているんだもん。

    　だから。

    「ねえ、ママ。それよりさ」

    「な、何かしら雪菜……？」

    「期末試験も無事に終わって、私は今日から冬休み。そんでもって……ママも今日からしばらくはお仕事お休み。そうだよね？」

    「え、ええそうね。それがどうかしたのかしら？」

    「だからさ、ママ」

    　台所においてある日本酒やワインを掲げ。私はママに怪しい笑みを浮かべてこう告げる。

    「今年もお疲れ様って事で。今日の夜は……一緒にお疲れパーティでもしない？　ママも久しぶりに――お酒でも飲んじゃってさ、無礼講しちゃおうよ♪」

    「っ!?　お、おさけ……を？」

    「そう、お酒だよ。色んなしがらみとか忘れてさ、今日はぱーっと飲んじゃおうよ」

    「で、でも……私、お酒は……」

    「大丈夫、例え酔ってもママは私が介抱してあげる。そう……昨日みたいに、ね……♡」

    「あっ……♡」

    　ねえ、ママ。私は貴女の前では、これからも何も知らない可愛い娘として振る舞ってあげるよ。娘として、これからもめいっぱいママに甘えるから……ママも好きなだけ私の理想のママとして振る舞って。

    　でも、その代わりね。ママが酔ったその時だけは、私がママのママになってあげる。


    


    


    三作目　ある日のクリスマス　 おしゃれなもなか

    　

    　一『ホワイトクリスマスの朝に』

    　

    　とある田舎町でささやかな暮らしを営む母と娘がいた。彼女達は質素だが温かみのある家でふたり暮らしている。

    　あるクリスマスの朝、十四歳の少女キャロルは空腹で目を覚ました。窓の外には雪景色が広がっている。雪合戦をする子供達の楽しそうな声も聞こえる。

    　キャロルはノルディック柄のセーターに着替えて階段を下りた。

    　リビングに入ると、薪ストーブで温められた狭い部屋の至るところには、小さなクリスマスツリーやスノードーム、サンタクロースの置物が飾られていた。

    　奥のキッチンでは母メアリーが朝食の準備をしている。暖かそうなアラン模様のセーターを着て、何やらご機嫌なのが伝わる後ろ姿だ。

     キャロルの小さな足音に気づいたメアリーは振り向くと、開口一番「メリークリスマス」と微笑んだ。

    「メリークリスマス」キャロルは椅子に腰かけながら返事をした。

    　 それからメアリーはテーブルの上に二人分のマリトッツォとカプチーノを並べた。キャロルは「またマリトッツォか」と呟いた。「いらないなら二つとも私が食べるけど」とメアリー。「食べないとは言ってないわ」とキャロルは自分の皿に手を伸ばした。

     キャロルとメアリーはマリトッツォにかぶりついた。ブリオッシュ生地にサンドされたたっぷりの生クリームが口元につくのが幸せに感じた。半分まで食べ進めたところでマグカップに手を伸ばし、カプチーノを飲む。ほっとひと息つけば、心までじんわり温まっていく。

    　キャロルとメアリーはよく似た母娘だった。キャロルのブルネット色の髪とヘーゼル色の目は母譲りである。こうして向かい合って座っていると彼女達の姿は鏡に映った過去と未来のようだ。

    　休日ということもあり、ゆるやかに彼女達の時は流れた。大判のストールにくるまりながらソファに沈むメアリー。キャロルは友達からのクリスマスカードを眺めていた。その中でも特に長い時間眺めていた一通があった。

    「ボーイフレンドから？」とメアリーが尋ねると、キャロルは「まあね」と頷いた。

    　最近キャロルは気になる男の子ができたようだ。ボーイフレンドからのクリスマスカードを大切そうに手に持つキャロルにメアリーは若き日の自分を重ねた。

    　それからメアリーはキャロルをストールの中に招き入れ、二人は肩を寄せ合った。

    「雪が綺麗ね」

    「今日はホワイトクリスマスだね」

    「この後、母さんと一緒にケーキ屋へ今夜食べるパンドーロでも買いに行きましょうか。それとクリスマス料理の材料も調達しないと」

    「今夜が楽しみ。キャロルは肩を弾ませた。

    「クリスマスはこれからよ」メアリーはウインクした。

    　キャロルとメアリーは今年もふたりでクリスマスを過ごせることが幸せなのだった。


    　二　『ブッシュ・ド・ノエルに恋して』

     

    　とある街角の洋菓子店。ショーケースに並ぶケーキ達の中にそれはあった。クリスマスの時期になると現れるそれにエマは心惹かれた。

    　その名はブッシュ・ド・ノエル。フランス語でクリスマスの薪という意味だ。丸太を模した形が可愛らしく、まるで絵本から飛び出してきたかのような姿が目を惹いた。なぜ丸太の形なのかについては幾つか説があり、そのうちの一つに、キリストの誕生を祝い、幼き救世主を暖めて護るために夜通し暖炉を薪で燃やしたというものがある。エマは、ブッシュ・ド・ノエルにも物語があると知ってからその存在がいとおしく神聖に感じた。

    　ある日のクリスマス。エマは娘ノエルと洋菓子店に足を運んだ。おそろいのダッフルコートに身を包んだ金髪の母娘はクリスマスソングを口ずさんでいる。

    　洋菓子店でブッシュ・ド・ノエルを見つけると、ノエルは「今年も彼女と会えた」と目をキラキラさせた。近頃、身の回りの物を擬人化するようになったノエルにとってあのケーキは自分と同じ名前をした特別な女性のようだ。

    　帰り道、クリスマスマーケットで賑わう街中を通った。広場にはホットワインのスパイシーな香り、ワッフルやクレープ、チュロスの甘い匂いが立ち込めている。思わず手に取りたくなるようなクリスマス雑貨も多くあり、クリスマス気分を存分に味わいながらエマとノエルは帰路についた。

    　その夜、燃え盛る暖炉の炎に照らされたリビングでエマとノエルはささやかなクリスマスパーティーをしていた。

    　クリスマス料理でお腹を満たしたあとはいよいよブッシュ・ド・ノエルの登場だ。エマとノエルはわくわくした気持ちでブッシュ・ド・ノエルを見つめた。

    　彼女達はケーキ入刀を行った。両手でケーキナイフの柄を握りしめるノエルの手に、エマが自分の右手を重ねもう片方の左手をノエルの背中に添える。

    　ふたりで顔を見合わせ、「せーの」と合図を交わし、ブッシュ・ド・ノエルにゆっくりとナイフを入れていく。ケーキの断面が現れるとふたりの表情は自然と綻んだ。綺麗に切り分けるとエマはそれをケーキ用のお洒落な皿に丁寧にのせた。

    　一方、ノエルもクリスマスにだけ食べることのできるブッシュ・ド・ノエルに特別感を抱いていた。初めて彼女に会った時、どことなくアンティックなそのルックスに一目惚れしたことは今でもよく覚えている。

    　ノエルはフォークでケーキを一口分すくうとそれをエマの口元まで持っていった。エマはケーキを口に含むと「おいしい」と笑った。エマも同じようにケーキをすくい、ノエルに食べさせようとした。ノエルはキスをするように目を閉じてケーキを食べた。目を開けるとノエルは「甘い」と無邪気に微笑んだ。

    　それからふたりはブッシュ・ド・ノエルをゆっくり味わった。ほっぺたが落っこちるくらいの甘さに身も心もとろけそうで一口頬張るごとに幸せな気持ちになった。

    「お母さん。私ね彼女のことがどんどん好きになっていく。甘さもアンティックなところも。今も一口ひとくちに胸が高鳴る。この気持ちは何？」

    「それは恋ね。お母さんも長いこと彼女に恋をしているわ」とエマ。

    「片想い？」とノエルは尋ねた。

    「片想い。でもあなたと分け合うようになって、彼女ともっと親密になれた気がする」

    「私達、今とても幸せな恋をしているわね」

    「甘過ぎるくらいよ」

    　これはブッシュ・ド・ノエルに恋をした母娘のクリスマス。


    　三　『クリスマスブーケをあなたへ』

    　

    　病室の窓から見える雪景色は今年も変わり映えしない。

    　クリスマスの夜。ベッドの上で雪景色を眺めていると、病室のドアがノックされた。返事をすると、愛娘が現れた。暖かそうなコートとマフラーに身を包み、ニット帽をかぶっている。

    「お母さん、メリークリスマス」愛娘は笑顔でこちらへ向かってくる。

    　対してあたしは「メリークリスマス」と掠れたか細い声で応えるのが精一杯だった。

    「気分はどう？」

    「今日は幾分良いわ」

    「これ、下の売店で買ってきたんだけど食べれそう？」そう言うと愛娘は持っていたレジ袋から小さな苺のショートケーキを取り出した。

    「おいしそう」とあたしは喜んで見せた。

    「あなたの分は？」とあたしが尋ねると、愛娘は「買ってあるわ。一緒に食べようと思って」とレジ袋からもう一つを取り出した。

    　それから母娘は病室で苺のショートケーキを一緒に食べた。

    「お母さん、昔から苺のショートケーキ好きだよね」と愛娘は口をもぐもぐさせながら話した。

    「苺のショートケーキというより生クリームが好きなのよね」とあたしは口元についた生クリームを舌でペロリと舐めた。

    「そうなの？　知らなかった！」と目を見開く愛娘。愛娘にまじまじと見つめられ、あたしは伏し目がちにはにかんだ。

     母娘は「おいしいね」と言葉を交わした。

    「あなたは苺、最後に食べるのね」

    「生クリームで甘ったるくなった口の中を甘酸っぱい苺で中和する」

    「そういう食べ方もいいわね。お母さんは最初に食べちゃうな。生クリームに集中したいから。

    「どんだけ生クリーム好きなの」

    「苺より生クリームよ」

    「ショートケーキの主役は苺だと思うけどなぁ」

    　しばらく他愛ない話をしてから母娘は窓の外の雪景色に目をやった。

    「今夜はホワイトクリスマスね」とあたしは窓の外をしげしげと見つめた。

    「お母さん、ちょっとだけ外に出てみる？」と愛娘が提案してきた。

    　あたしは迷ったが、気づいた時には首を縦に振っていた。

    　数十分後、あたしは愛娘が押す車椅子に乗って雪景色の中にいた。コートにマフラー、帽子に手袋、さらにはブランケット、カイロと防寒対策はぬかりないがそれでも吐く息は白く指先は冷たかった。淡雪が舞い散るように降っている。

    「やっぱり寒かったかな」と愛娘。

    「いいんじゃない？　クリスマスだし」とあたしは笑う。

    「お母さん」愛娘に呼ばれて振り返る。すると目の前にポインセチアのクリスマスブーケが現れた。

    「メリークリスマス」白い息を吐きながら愛娘が言う。あたしの目の前に移動すると、あたしの目線の高さに合わせて跪ひざまずき、クリスマスブーケを差し出す。あたしは「ありがとう」と呟き、愛娘からブーケを受け取った。

    「聖夜にクリスマスブーケってロマンチックね」とあたしは頬を染めた。

    　愛娘は照れ笑いを浮かべた。まだ跪いている愛娘の頬にあたしはそっとキスをした。愛娘の表情がパッと花開くように咲く。驚きと喜びの入り混じった顔だ。

    「あたしからはこれくらいしかできないけれど」

    「忘れられない聖夜になるわ」

    　母娘はどちらからともなく手を繋ぎ、降りしきる淡雪を眺めた。


    


    


    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　あとがき


    　私がママのママになる／みょんみょん

    　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。みょんみょんと申します。私に取っては二度目となる、母娘百合アンソロジーに参加させていただきました。読んでくださった皆さん、尊い母娘の世界を共に創ってくれた参加者の皆さん、そして企画編集等にご尽力いただいたLilium Anthems様。本当にありがとうございます。

    　今回は母娘立場逆転百合……娘によりママ甘やかしなロリおね（？）をテーマに書かせていただきました。娘に甘える母親なんてちょっと絵面が犯罪チックすぎないかって？　普段しっかりしている人が不意に見せる弱さとか、守られる立場の子が目覚めた母性とか……そういうギャップが書きたかったんです許して……


    　聖なる夜はあなたと／Lilium Anthems

    　

    　今回はちょっと趣向を変えてみました。有名YouTuber母娘の日常の裏側。ですね。

    　YouTuberって単発か、異性カップルしか知らないな。百合カプの配信とかあったらいいなー。そうだ。母娘百合だ。と思って今作に至ります。

    　茅乃ちゃんは元気な今風の子かと思いきや、年相応のうぶさと純粋さ。

    　美咲さんはあらあら系ママと見せかけて、実は超肉食系。

    　そんなふたりの物語を楽しんでいただけたらうれしいです。

    　さてさて、やってきました２０２２年。

    　今年は一本、母娘百合だけを推して参る、そう言った矢先。

    　これまた実姉妹百合②もやることにしました。

    　理由は簡単。みなさまのご要望と私の欲でございます。

    　２０２１年も百合を追ってきましたが、相も変わらず両方とも供給の少なさ。

    　いやはや。私が作らねば潰える。と使命感すら感じており。

    　これからも家族百合。どんどん生み出していきますので応援よろしくお願いします！


    お詫びとこれから（二〇二二年三月五日）

    　今作は一月に発売予定でしたが大幅に遅れてしまいましたことを、お詫び申し上げます。

    　楽しみにしてくださっていたみなさま、制作に関わってくださった方々にこの場を借りて改めてお詫びいたします。

    　二〇二二年からは制作期間を長めにとって、しかしペースを落とさずに刊行していこうと思っております。

    　予定としては

    　家族百合シリーズ「母娘百合」「実姉妹百合」

    　百合研究シリーズ「○○×百合」

    　を行っていきますので、ぜひともみなさんお気軽にご参加いただければと思います。

    　今後に関しては今回の反省を生かし。予定通りの発売、また納期に間に合わなかった方に関しては発売後に付け足し更新のような形を取らせていただきますので。

    　今後ともよろしくお願いいたします。

    　

    　百合の無限化のために、愛を込めて　Lilium Anthems　


    　

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    【おすすめ既刊紹介】


    寝ても覚めても母と娘。そんな母娘百合づくしのアンソロジー

    母娘百合アンソロジー「いちばん近くて遠いあなたと」　


    


    


    カーネーションの花に添えた想い。あなたに。

    母娘百合アンソロジー第二弾「あなたに捧げる花の名は」

    

    今、そして未来でつながり合う母娘百合

    母娘百合アンソロジー第３弾　「大きな愛に抱かれて」

    

    　

    　

    　

    　

    　

    　

    最後まで読んでくれてありがとうございます！

    レビューいただけるとうれしいです～！
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